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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 
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【論文内容の要旨】 

本論文は、1802 年に樹立され現代ベトナム国家にほぼ等しい領域を史上初めて支配した阮朝ベトナムが、フラ

ンス植民地化以前の時期において、元来多様な「国内」諸地域・諸集団や、それらと深く結びついた「国外」の

動きをどのように統御し、国家統合を実現・維持したかを、貨幣史を通じて探ろうとしたもので、序章・終章と

本論８章、400 字詰め原稿用紙換算で 800 枚を超える大作である。序章で予告するように、宮廷文書を集成した「阮

朝 本」など近年利用可能となった多くの文書・文献史料を活用し、これを近年ダイナミックに発展したアジア

貨幣史の研究成果（埋蔵銭の調査や化学分析などの考古・化学的成果も含む）や理論を踏まえながら、銭貨と銀

という近世東アジアの代表的貨幣がベトナムでどのように造られ利用されたかを多面的に分析したことが、この

大作につながったものである。 

 第１章～第３章は 17～18世紀の南北分裂と内乱が残した貨幣の状況を踏まえて、阮朝が銅銭と亜鉛銭という二

種類の銭貨をどのように鋳造・流通させ、他方で中国銭や先行する国内諸王朝の銭をどう扱ったかを考察する。

有名な中国からの銀流出をきっかけとして 1820 年代の東アジアを襲った銭不足に対し、阮朝が自分で鋳造した亜

鉛銭を使用実績のある中南部だけでなく全国に流通させる方法をもちいて効果的に対処した一方で、宿敵だった

タイソン朝の銭が使用を厳禁されたため中国に大量流入した事実、1830 年代末から阮朝が自王朝の銅銭（タイソ

ン銭以外の既存の中国・ベトナム銭は改鋳しようとした）も並行して流通させる政策に転じたことなど、国内外

の大きな動きとその背景や連関が初めて本格的に論じられている。第４～６章では、阮朝が成立当初から重視し

た銀に目を転じ、秤量貨幣である「銀錠」を鋳造したり租税を銀納化するなどの著名な政策だけでなく、中国系

その他の秤量貨幣、スペインドルに代表される計数貨幣の両方を含む多様な形態の銀貨同士の関係、またそれら

と銭との交換比率などに関する諸政策、日本と同様に計数銀貨を発行しようという 1830 年代の企図、地方の銀を

吸い上げることにより首都フエに巨大な銀（および銅銭や穀物）の備蓄を形成した徴税・財政のシステムなどが、

可能な限り詳しく論じられている。最後に第７～８章では銭貨に戻り、銅や亜鉛など鋳造原料の調達と実際の鋳

造のシステムを考察し、中国南部の銅や亜鉛などの輸入と、それを用いた銭貨鋳造における華人の役割を具体的

に明らかにした。なお各章の終わりの部分では、以上のように国際的な銀・銭の変動に対応する中で 1820 年代以



来形成されてきたところの、閉じた貨幣流通圏の一元的管理を指向する政策（近代国民経済の前提ともなりうる

もの）の各部分が、フランスの侵略が始まる 1850 年代の前後に、国際的な銀価の上昇や南中国の戦乱による鋳銭

材料調達の困難などにより、崩れていく様子にも言及している。終章ではフランスの侵略が本格化した後のベト

ナム貨幣史を研究するうえでの課題を論じた。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の学術的貢献は多岐にわたる。「東洋史学の一環としてのベトナム史の論文」として書かれた本論文が、

近世中国の行政文書（ 案）の研究も踏まえながら、阮朝 本を経済史に本格的に使用した世界でもほとんど前

例のないモノグラフであること（ 本の由来と現況・内容構成などの親切な情報も含む）の意義は言うまでもな

い。加えて、「フエ・システム」と筆者が名付けた銀・銅銭・穀物などの中央への集中・備蓄と再分配のシステム

の形成過程と構造をはじめ、貨幣・財政・物流などの角度から多面的に、しかもリージョナル・グローバルな変

化の中に位置づけながら、阮朝国家統合の成立と変容を活写した本論文は、一国史やそれを前提とした「国際関

係論」の枠組みのなかで「遅れてきた小中華」として語られることの多かった阮朝ベトナムを、まったく新しい

位置に押し上げる土台を築いたものと評価できる。しかも本論文の役割は、東洋史学内部にとどまらない。近世

～近代移行期の歴史的視野からの研究は、ベトナム地域研究としても高度な成果であるし、これまで空白に等し

かったベトナムに関する本格的な研究がグローバル経済史に与えるインパクトは、中国からの銀流出など大規模

な変動の時代の研究の一翼を担うだけに、小さなものではありえない。 

 本論文にはもちろん、物足りない点もある。個別事実の提示に執筆時間と紙幅を割いた分、各章全体をまとめ

た像を練り上げる作業が不十分に終わったため、銭貨の動きと銀の動きの関連などわかりにくい部分が残った。

銭貨－銀－銭貨と３部分に分かれる本論の章立ても、全体像を示す目的では効果的でなかったように感じられる。

とはいえ、それらは本論文のきわめて斬新な内容・方法の全体をそこなうものではない。 

よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


